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ウォークイベント

「飛鳥のみかた」

「水と暮らしの風景をたどる」
11月9日 (土) 13:00 ‒ 15:00
集合場所｜飛鳥資料館 特別展示室前
解散場所｜奈良文化財研究所藤原宮跡資料室
定     員｜20名
申込締切｜10月31日（木）

田
ん
ぼ
の
見
方

｜
明
日
香
村
の
灌
漑
シ
ス
テ
ム
を
読
み
解
く

古
地
図
の
見
方

｜
江
戸
・
明
治
の
飛
鳥
の
風
景
を
読
み
解
く

関連講演会

「文化的景観 20年記念パネル展」
同時開催

　たたなづく青垣の山々から飛鳥の盆地へと注ぐ渓流の水は、古代の庭園の噴水や漏刻

台の水時計の施設にも使われてきました。奈良時代以降、飛鳥がしだいに農村へと姿を

変えるなか、水は地域の人びとの暮らしや営みを支える財産として大切にされてきたの

です。人びとは古代の水路を引き継ぎ、野や山に田や畑を開き、そしてときには水不足に

苦しみながらも、「日本の原風景」とも讃えられる田園の風景を育んできました。古代人

の知恵に由来する水路やため池、江戸時代から守られてきた用水の配分の工夫、水辺に

臨んで繰り広げられる伝統行事など・・・。　飛鳥の風景には、移り変わる古都の自然

や社会と向き合い、水とともに歩んできた人びとの足跡が刻まれているのです。

　今回の特別展では、江戸時代から明治時代の古地図・古文書のほか、現地でおこなっ

た文化的景観の調査成果などを中心として、水を活かして営まれてきた飛鳥の暮らしと

風景の来歴・魅力を読み解きます。本展が、飛鳥の歴史的風土の“これまで”と“これから”

を考える機会となれば幸いです。
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10月10日 (木)、11月21日 (木)  14:00 ‒

11
月
2
日
（
土
）

※事前の申し込みは不要です。

会  場   飛鳥資料館講堂

開  演　13:30　（13:00 開場）    
終  了　14:30 頃
※事前申し込みは不要です。参加には観覧料が必要です。

会  場｜飛鳥資料館１F ロビー

〈アクセス〉
・近鉄橿原神宮前駅・飛鳥駅から明日香周遊バス（赤かめ）で
　「明日香奥山・飛鳥資料館西」下車
・近鉄・JR 桜井駅から奈良交通バス（36 系統：明日香奥山・
　飛鳥資料館西行）で「飛鳥資料館」下車
駐車場 ： 無料　普通車 10台分（近隣に有料駐車場あり）

※参加には観覧料と事前の申し込みが必要です。
申込み方法などの詳細は当館ウェブページをご覧ください。

奈文研研究員と歩く飛鳥

詳細はこちら

京都ニ而御訴訟并対決之次第（橿原市下八釣町所有）

字百貫川附近略図（明日香村小山大字所有）

遺跡で見つかった飛鳥時代の土管暗渠

天香久山付近（入江泰吉記念奈良市写真美術館提供）

豊作を願って苗代田に供えられた草花

令
和
6
年
度 

１章 宮都から農村への足跡
         平城京遷都以降の水田と水源の開発史を振り返る

２章 水争いと古地図の世界
         農業用水をめぐる対立と調整を歴史資料で紐解く

３章 水と生きる飛鳥の作法
         現在の田園風景を支える要素としくみを読み解く

展
示
構
成

10
月
12
日
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土
）
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